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(1) 

曲線①上の点 )12,( 2 tt における接線の式は 12412)(4 22  ttxttxty  

これが曲線②にも接するとき、 124 22  ttxcx とすると 

 0124 22  cttxx  ──③ 

③が重解を持つから 0)1(6)12(44 222  ctcttD  
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 であり、求める共通接線は 
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  ……(答) 

 

(2) 

(1)で求めた共通接線の 1つ
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 と、曲線②との接点の x座標は 
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 とおく。共通接線 124

2
00  txty と、曲線①、②との接点の x座標は、それぞれ 0t 、 02t 。 

また、切片
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c
c が成り立つ。 

 

右図において、直線 ABと曲線①で囲まれた領域の面積は 
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三角形 ABCの面積は   3
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直線DEと曲線②で囲まれた領域の面積は 
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三角形CDEの面積は、相似性より 3
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以上により 
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